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研究成果の概要（和文）：従来の小売国際化の行動主体は先進国市場の先端的小売企業であったが、近年先進国市場以
外の国を母国とする小売企業が国際化し始めているという動きに注目し、なぜそれが可能になるのかを明らかにした。
研究の結果、以下のことが明確になった。（１）逆進出と呼ぶべき新興国企業の国際化現象が進行しつつあること、（
２）逆進出する小売企業は必ずしも発展途上国を母国とする企業であるわけではなく、従来海外小売企業に進出される
国を母体とする企業の国際化行動を逆進出と捉えことができること、（３）逆進出は、母国に進出した先端的小売企業
と現地新生小売企業との競争的相互作用の結果としての後者の競争優位獲得によって可能となること。

研究成果の概要（英文）：The main players of retail internationalization have ever been the excellent retai
lers in advanced county. However the retailers that were born in a country besides advanced country begin 
to internationalize. This research focuses on this new phenomenon and makes clear why it is possible. As a
 result of the research, it became clear as the followings.  (1)A new international phenomenon, called rev
erse internationalization, is progressing in the developing country.(2)The retailers that internationalize
 reversely are not necessary to be born in developing country, but we can identify the reverse internation
al behavior of retailers that were born in a country which has been eroded by foreign international retail
ers. (3)As a result of competitive interaction between advanced international retailers and new born local
 retailers, reverse internationalization occurs through the latter's competitive advantages.
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１．研究開始当初の背景
 1980
きが活発化し始めた
出から始まったが、やがて次第に遠方の諸国
への進出に拡大し、さらに大陸を越えてはる
かに文化的・心理的距離間のある地域へと広
がって行った。そこでは有望な成長市場とし
て、アジア、さらには東欧の新興市場がその
標的対象地域となったことはよく知られて
いる。ところが近年では、これらの動きと幅
ったく異なる国際化の動きが散見されるよ
うになってきている。それはすなわち、これ
までの国際化が、先進諸国出身の小売企業に
よる海外進出を事実として意味していたの
であるのとは対照的に、もっぱらそれら先進
諸国出身の小売企
ったアジア諸国出身の小売企業が、一転して
進出する立場に転じたという意味での国際
化である。こうした近年始まった動きに対し
て、従来の小売国際化研究は対応能力をほと
んで有していない。従来の研究が明らかにし
てきた知見によれば、先端的国際小売企業が
進出先市場で引き起こす現象は、進出先市場
間で必ずしも一様ではなく、その原因は進出
企業の国際戦略の市場間差異だけではなく、
進出される国の環境に依存しているという。
この既存研究からの示唆を参考にしながら、
このような新たな動きに注目し、そのメカニ
ズムを解
 
２．研究の目的
 近年ようやく始まった新しい国際化現象
としての新興国出身小売企業の国際化はな
ぜ可能であるのか。先進国小売企業の国際化
行動およびそのメカニズムとの対比におい
て、その理由を探求することが目的である。
そのために注目するのは、新興国市場で活動
する現地の小売企業である。従来の研究は、
進出される国の小売業を、進出される立場か
ら、いわば受動的にとらえてきた。しかし新
興国市場への活発な進出が始まって約２０
年ほどの間に、新興国市場の小売企業は単に
競争にさらされる弱い立場の
なく、先進国小売企業との競争を通じて新た
に進化した小売企業＝新生現地小売企業に
変身しており、それらが今能動的に国際化行
動に取り組み始めているのである。本研究は、
新興国市場における新生現地小売企業の成
長プロセスに注目しながら、近年の進出する
立場から進出する立場への転換の動きを明
らかにすることを目的としている。
 
３．研
 理論仮説を導出するために、従来の小売国
際化プロセス研究のレビュー・国際マーケテ
ィング研究におけるリバースイノベーショ
ン研究のレビュー・新興国の流通システム変
動と小売国際
ーを行い、それらをもとにして、まず理論モ
デルを構築する。そのうえで、新興国出身企
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１．研究開始当初の背景
1980 年代後半から小売企業の国際化の動
きが活発化し始めた
出から始まったが、やがて次第に遠方の諸国
への進出に拡大し、さらに大陸を越えてはる
かに文化的・心理的距離間のある地域へと広
がって行った。そこでは有望な成長市場とし
て、アジア、さらには東欧の新興市場がその
標的対象地域となったことはよく知られて
いる。ところが近年では、これらの動きと幅
ったく異なる国際化の動きが散見されるよ
うになってきている。それはすなわち、これ
までの国際化が、先進諸国出身の小売企業に
よる海外進出を事実として意味していたの
であるのとは対照的に、もっぱらそれら先進
諸国出身の小売企
ったアジア諸国出身の小売企業が、一転して
進出する立場に転じたという意味での国際
化である。こうした近年始まった動きに対し
て、従来の小売国際化研究は対応能力をほと
んで有していない。従来の研究が明らかにし
てきた知見によれば、先端的国際小売企業が
進出先市場で引き起こす現象は、進出先市場
間で必ずしも一様ではなく、その原因は進出
企業の国際戦略の市場間差異だけではなく、
進出される国の環境に依存しているという。
この既存研究からの示唆を参考にしながら、
このような新たな動きに注目し、そのメカニ
ズムを解明することが求められてきている。

２．研究の目的 
近年ようやく始まった新しい国際化現象
としての新興国出身小売企業の国際化はな
ぜ可能であるのか。先進国小売企業の国際化
行動およびそのメカニズムとの対比におい
て、その理由を探求することが目的である。
そのために注目するのは、新興国市場で活動
する現地の小売企業である。従来の研究は、
進出される国の小売業を、進出される立場か
ら、いわば受動的にとらえてきた。しかし新
興国市場への活発な進出が始まって約２０
年ほどの間に、新興国市場の小売企業は単に
競争にさらされる弱い立場の
なく、先進国小売企業との競争を通じて新た
に進化した小売企業＝新生現地小売企業に
変身しており、それらが今能動的に国際化行
動に取り組み始めているのである。本研究は、
新興国市場における新生現地小売企業の成
長プロセスに注目しながら、近年の進出する
立場から進出する立場への転換の動きを明
らかにすることを目的としている。

３．研究の方法 
理論仮説を導出するために、従来の小売国
際化プロセス研究のレビュー・国際マーケテ
ィング研究におけるリバースイノベーショ
ン研究のレビュー・新興国の流通システム変
動と小売国際化行動の関連性研究のレビュ
ーを行い、それらをもとにして、まず理論モ
デルを構築する。そのうえで、新興国出身企
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１．研究開始当初の背景 
年代後半から小売企業の国際化の動

きが活発化し始めた。当初は近隣諸国への進
出から始まったが、やがて次第に遠方の諸国
への進出に拡大し、さらに大陸を越えてはる
かに文化的・心理的距離間のある地域へと広
がって行った。そこでは有望な成長市場とし
て、アジア、さらには東欧の新興市場がその
標的対象地域となったことはよく知られて
いる。ところが近年では、これらの動きと幅
ったく異なる国際化の動きが散見されるよ
うになってきている。それはすなわち、これ
までの国際化が、先進諸国出身の小売企業に
よる海外進出を事実として意味していたの
であるのとは対照的に、もっぱらそれら先進
諸国出身の小売企業に進出される立場であ
ったアジア諸国出身の小売企業が、一転して
進出する立場に転じたという意味での国際
化である。こうした近年始まった動きに対し
て、従来の小売国際化研究は対応能力をほと
んで有していない。従来の研究が明らかにし
てきた知見によれば、先端的国際小売企業が
進出先市場で引き起こす現象は、進出先市場
間で必ずしも一様ではなく、その原因は進出
企業の国際戦略の市場間差異だけではなく、
進出される国の環境に依存しているという。
この既存研究からの示唆を参考にしながら、
このような新たな動きに注目し、そのメカニ

明することが求められてきている。

 
近年ようやく始まった新しい国際化現象
としての新興国出身小売企業の国際化はな
ぜ可能であるのか。先進国小売企業の国際化
行動およびそのメカニズムとの対比におい
て、その理由を探求することが目的である。
そのために注目するのは、新興国市場で活動
する現地の小売企業である。従来の研究は、
進出される国の小売業を、進出される立場か
ら、いわば受動的にとらえてきた。しかし新
興国市場への活発な進出が始まって約２０
年ほどの間に、新興国市場の小売企業は単に
競争にさらされる弱い立場の
なく、先進国小売企業との競争を通じて新た
に進化した小売企業＝新生現地小売企業に
変身しており、それらが今能動的に国際化行
動に取り組み始めているのである。本研究は、
新興国市場における新生現地小売企業の成
長プロセスに注目しながら、近年の進出する
立場から進出する立場への転換の動きを明
らかにすることを目的としている。

 
理論仮説を導出するために、従来の小売国
際化プロセス研究のレビュー・国際マーケテ
ィング研究におけるリバースイノベーショ
ン研究のレビュー・新興国の流通システム変

化行動の関連性研究のレビュ
ーを行い、それらをもとにして、まず理論モ
デルを構築する。そのうえで、新興国出身企

Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）

年代後半から小売企業の国際化の動
。当初は近隣諸国への進

出から始まったが、やがて次第に遠方の諸国
への進出に拡大し、さらに大陸を越えてはる
かに文化的・心理的距離間のある地域へと広
がって行った。そこでは有望な成長市場とし
て、アジア、さらには東欧の新興市場がその
標的対象地域となったことはよく知られて
いる。ところが近年では、これらの動きと幅
ったく異なる国際化の動きが散見されるよ
うになってきている。それはすなわち、これ
までの国際化が、先進諸国出身の小売企業に
よる海外進出を事実として意味していたの
であるのとは対照的に、もっぱらそれら先進

業に進出される立場であ
ったアジア諸国出身の小売企業が、一転して
進出する立場に転じたという意味での国際
化である。こうした近年始まった動きに対し
て、従来の小売国際化研究は対応能力をほと
んで有していない。従来の研究が明らかにし
てきた知見によれば、先端的国際小売企業が
進出先市場で引き起こす現象は、進出先市場
間で必ずしも一様ではなく、その原因は進出
企業の国際戦略の市場間差異だけではなく、
進出される国の環境に依存しているという。
この既存研究からの示唆を参考にしながら、
このような新たな動きに注目し、そのメカニ

明することが求められてきている。

近年ようやく始まった新しい国際化現象
としての新興国出身小売企業の国際化はな
ぜ可能であるのか。先進国小売企業の国際化
行動およびそのメカニズムとの対比におい
て、その理由を探求することが目的である。
そのために注目するのは、新興国市場で活動
する現地の小売企業である。従来の研究は、
進出される国の小売業を、進出される立場か
ら、いわば受動的にとらえてきた。しかし新
興国市場への活発な進出が始まって約２０
年ほどの間に、新興国市場の小売企業は単に
競争にさらされる弱い立場の小売企業では
なく、先進国小売企業との競争を通じて新た
に進化した小売企業＝新生現地小売企業に
変身しており、それらが今能動的に国際化行
動に取り組み始めているのである。本研究は、
新興国市場における新生現地小売企業の成
長プロセスに注目しながら、近年の進出する
立場から進出する立場への転換の動きを明
らかにすることを目的としている。 

理論仮説を導出するために、従来の小売国
際化プロセス研究のレビュー・国際マーケテ
ィング研究におけるリバースイノベーショ
ン研究のレビュー・新興国の流通システム変

化行動の関連性研究のレビュ
ーを行い、それらをもとにして、まず理論モ
デルを構築する。そのうえで、新興国出身企

Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

年代後半から小売企業の国際化の動
。当初は近隣諸国への進

出から始まったが、やがて次第に遠方の諸国
への進出に拡大し、さらに大陸を越えてはる
かに文化的・心理的距離間のある地域へと広
がって行った。そこでは有望な成長市場とし
て、アジア、さらには東欧の新興市場がその
標的対象地域となったことはよく知られて
いる。ところが近年では、これらの動きと幅
ったく異なる国際化の動きが散見されるよ
うになってきている。それはすなわち、これ
までの国際化が、先進諸国出身の小売企業に
よる海外進出を事実として意味していたの
であるのとは対照的に、もっぱらそれら先進

業に進出される立場であ
ったアジア諸国出身の小売企業が、一転して
進出する立場に転じたという意味での国際
化である。こうした近年始まった動きに対し
て、従来の小売国際化研究は対応能力をほと
んで有していない。従来の研究が明らかにし
てきた知見によれば、先端的国際小売企業が
進出先市場で引き起こす現象は、進出先市場
間で必ずしも一様ではなく、その原因は進出
企業の国際戦略の市場間差異だけではなく、
進出される国の環境に依存しているという。 
この既存研究からの示唆を参考にしながら、 
このような新たな動きに注目し、そのメカニ

明することが求められてきている。 

近年ようやく始まった新しい国際化現象
としての新興国出身小売企業の国際化はな
ぜ可能であるのか。先進国小売企業の国際化
行動およびそのメカニズムとの対比におい
て、その理由を探求することが目的である。 
そのために注目するのは、新興国市場で活動
する現地の小売企業である。従来の研究は、
進出される国の小売業を、進出される立場か
ら、いわば受動的にとらえてきた。しかし新
興国市場への活発な進出が始まって約２０
年ほどの間に、新興国市場の小売企業は単に

小売企業では
なく、先進国小売企業との競争を通じて新た
に進化した小売企業＝新生現地小売企業に
変身しており、それらが今能動的に国際化行
動に取り組み始めているのである。本研究は、 
新興国市場における新生現地小売企業の成
長プロセスに注目しながら、近年の進出する
立場から進出する立場への転換の動きを明

理論仮説を導出するために、従来の小売国
際化プロセス研究のレビュー・国際マーケテ
ィング研究におけるリバースイノベーショ
ン研究のレビュー・新興国の流通システム変

化行動の関連性研究のレビュ
ーを行い、それらをもとにして、まず理論モ
デルを構築する。そのうえで、新興国出身企

業の国際化を逆進出概念で把握し、事例を収
集し、フィールドワークおよびインタビュー
調査によって理論仮説の実証を行う。その結
果、当初の理論モデルの妥当性を検証し、必
要に応じてその修正モデルを提示する。
 
４．研究成果
（１）小売国際化研究をレビューした結果、
既存研究が想定してきた理論モデルは、図１
に示されるようなものであった。すなわち、
小売国際化とは、先進国市場においてまず先
端的なリーディングカンパニーが
の企業が国際化を開始する。ただしここでの
国際化は２段階に分かれている。まずはじめ
の段階で進出先は周辺近隣諸国の範囲内に
限定的である。そこでは、社会的心理的空間
的距離の近い市場が母国市場との親近性を
理由に選択されるのである。しかしやがて進
出先は母国市場および近隣市場の飽和のた
めに広域化し、より有望な市場を求めて新興
国市場に国際化するのである。これが第２段
階である。

   

（２）逆進出とは、当初想定したような
「新興国を母国とする小売企業が先進国市
場に向けて国際化すること」という定義では
必ずしも現実を正確に把握することができ
ない。現実的定義として逆進出とは、「長年
にわたって“進出されてきた”国を母国とす
る小売企業の中から、“進出する”小売企業
が登場し、母国が進出される国から進出する
国と立場を逆転させること」である。逆進出
は理論的には当初想定の定義が妥当するの
であるが、現実的には逆進出プロセスは２段
階に分かれる。第１段階は新興国から周辺新
興国への進出であり、さらに進出先市場を広
域化させて先進国市場へと進出する第２段
階とである（詳しくは後述）。
 
（３）逆進出を分析する枠組みとなる理論モ
デルは、図２に示した通りである。すなわち
先進国市場における先端的小売企業の新興
国進出は、新興国において現地小売企業との
間に競争が発生させ、両者間の競争的相互作
用の結果、先端的小売企業と伍することが可
能な現地小売企業＝新生現地小売企業を生
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み出すことになる。この新生現地小売企業は、
もはや遅れた小売企業ではなく、先端的小売
企業との競争的相互作用の結果、ノウハウを
模倣し、あるいは知識を獲得することを通じ
て、国際化行動をとるに足るまでに高度化す
ることになる。この段階に至った新生現地小
売企業は、次に自ら海外市場に進出を始める
のである（＝逆進出）

   

 
（４）新生現地小売企業の逆進出の典型的事
例として、韓国のロッテ・ショッピング・韓
国の
の統一企業・シンガポールのチャールズ＆キ
ースを抽出することができた。このうち、ロ
ッテ・ショッピングとデイリーファームにつ
いては、ケーススタディを実施した。この事
例企業から窺えるように、現時点では逆進出
企業は、いわゆる新興国を母国とする小売企
業ではなく、海外小売企業の進出を受け入れ
る立場に置かれた国を母国とする現地新生
小売企業が逆進出の先進事例となっている
ことが分かった。一方で、彼らの進出先は先
進国ではなく新興国である点が特徴的であ
る。逆進出事例においては、いまのところ先
進国に進出する段階には至っておらず、当初
想定した先進国への逆進出に至る前段階に
あると言える。その意味で、図２で提示した
逆進出小売国際化モデルは妥当性を持つも
のの、現段階では海外進出先は先進諸国市場
にまでは至っておらず、周辺新興国市場にと
どまっていることが明らかになったと言え
る。 
 
（５）さらに事例収集を通じて明らかになっ
た事実は、いわゆる新興国を母国とする現地
小売企業の中から逆進出を行おうとしてい
る事例、つまり理論モデルの想定に近似した
事例が登場し始めているということである。
それはたとえば、マレーシアのパークソン・
タイのセントラルグループ・タイの
ープ・チリのファラベラなどである。これら
小売企業の逆進出先は、現在のところ周辺新
興諸国である。
 
（６）逆進出には、先進国を母国とする欧米
の先端的国際小売企業の国際化プロセスと
は異なる特徴があることが明らかになった。
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